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１．移入種シワグワ問題

　小笠原諸島に固有分布する希少樹種のオガサ

ワラグワ（Morus boniensis）は個体数の減少が続い

ており、次世代への更新についても移入種のシマ

グワとの交雑によってオガサワラグワ同士の交

配機会が失われることが大きな問題となってい

ます。

　シマグワの侵入・定着の阻止に唯一成功してい

る弟島では、近年、オガサワラグワの生育地の周

辺で天然更新した実生が数多く見つかっていま

す。弟島の近隣の島にはシマグワが多く生息して

いるため、これらの実生がオガサワラグワ同士の

交配によるものなのか、それともシマグワの飛来

花粉と受粉して生じた雑種なのか、あるいは鳥散

布種子から発芽したシマグワであるのかについ

て明らかにすることが必要です。本稿では、東京

都小笠原支庁と共同で実施している弟島の実生

の種・雑種判定についてご紹介します。　

２．フローサイトメトリー解析

　種・雑種の判別は、葉の切れ込みの有無や厚さ

等の形態の違いにより行われてきました。しか

し、葉形態での判別には、幼木時や種内個体間変

異などにより種・雑種判別が難しいという問題が

ありました（図1上段）。しかし染色体の倍数性で

はオガサワラグワが4倍体、シマグワが2倍体、そ

の雑種が3倍体であるためフローサイトメトリー

によって確実に判別できます（図1下段）。そこで、

弟島で確認された実生458個体の倍数性をこの

方法で調べました。

　各個体の葉柄をDNA染色液中で剃刀により細

断し、調整した試料をフローサイトメーターにか

けました。得られた蛍光強度のピークの位置を倍

数性が明らかな対照個体と比較することで種・雑

種を判定しました（図1）。結果として、454個体が

オガサワラグワ、4個体がシマグワと判定され、雑

種は認められませんでした。このことから、弟島

の自生地ではオガサワラグワ同士の交配による

実生が概ね順調に更新していることが明らかに

なりました。なお、今回発見されたシマグワにつ

いては、すでに処分が完了しています。

（遺伝資源部　保存評価課　玉城　聡）

希少樹種オガサワラグワの自生地の実生の種・雑種判定

　令和5年2月8日(水)、令和4年度林木育種成果発

表会を開催しました。今年度は全国から多くの方

にご参加いただけるようオンラインでの開催と

したところ、国、都道府県、民間企業や研究所等か

ら、約270名の方の申込みがありました。

　当日は、宮崎大学農学部森林緑地環境科学科の

雉子谷佳男教授から、「これからの木材生産と林

木育種への期待」と題した特別講演、また、山形県

森林研究研修センター研究企画部の渡部公一部

長から、｢雪国山形の林木育種の取組｣と題した特

別報告をそれぞれいただきました。

宮崎大学　雉子谷教授

山形県森林研究研修センター　渡部部長

　特別講演の雉子谷教授からは、木材の力学的性

能は、木材の密度とセルロースミクロフィブリル

傾角が大きく関係すること、品種や成長と材質と

の関係、材質や成長と植物ホルモンとの関係、今

後は、成長の速さに加え、材質育種にも期待した

いとのお話がありました。

　また、特別報告の渡部部長からは、積雪が多い

山形県での雪害抵抗性品種の重要性、近年での少

花粉スギ、無花粉スギ、特定母樹等についての取

組について、説明していただきました。

　続いて、林木育種センター・森林バイオ研究セ

ンター・育種場の研究者から、次の７課題につい

て発表しました。

○令和４年度の品種開発

育種部 育種第一課 育種調査役 山野邉 太郎

○育種の効率化・高速化に向けた針葉樹4種の

　ゲノム基盤の構築

育種部 育種第一課 基盤技術研究室長 平尾 知士

○育種サイクルの短縮に向けたトドマツの早期

　選抜戦略の構築

北海道育種場 育種課 育種研究室長 花岡 創

○東北地方における早生樹の増殖技術の高度化

　と実用化への取組

東北育種場 育種課 育種研究室

主任研究員 矢野 慶介

○薬用樹木・早生樹候補としてのキハダの収集・

　評価 

遺伝資源部 探索収集課 分類同定研究室

 主任研究員 稲永 路子

○アカシアハイブリッドクローン品種創出の実証試験

　－王子グリーンリソース株式会社との10年間の取組－

指導普及・海外協力部 西表熱帯林育種技術園長

 千吉良 治

○薬用樹木カギカズラの栽培・生産・利用に向けた

　技術開発

森林バイオ研究センター 森林バイオ研究室長

小長谷 賢一

　発表後の質疑応答では、今年度開発された初期

成長に優れた第二世代品種の選定基準、トドマツ

以外の樹種の早期選抜状況、早生樹候補のオノエ

ヤナギとユリノキの植栽適地、開発したアカシア

ハイブリットの優良クローンの今後の活用、カギ

カズラの社会実装の見通し等について多数の質

問をいただきました。

　今日、林業の成長産業化、地球温暖化対策、花粉

発生源対策などについて、林木育種に対する社会

的ニーズが益々高まっています。講師の先生方や

ご参加いただいた皆様からのご意見、ご要望等も

踏まえながら、さらに研究開発を進めて行く考え

です。

（企画部　育種企画課　藤原　優理）

令和４年度林木育種成果発表会を開催

図１　シマグワ、オガサワラグワ及び雑種の葉形態（上）とフローサイトメータでの倍数性の判定（下）
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